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極域ヒスの低緯度側の境界

Low latitude side boundary of polar hiss
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南極の昭和基地で観測したISIS-2のVLF電場データを解析して、磁気圏のホイスラモードVLFヒ
スの静穏時と擾乱時の緯度変化を解析した。広帯域の極域ヒスはプラズマシート境界層から降下
する高エネルギー電子によって発生された、ホイスラモードの広帯域のセレンコフ放射波であ
る。極域ヒスの低緯度境界は、磁気静穏時には磁気緯度70度付近、擾乱時には65度になる。
この極域ヒスの低緯度限界は、極域ヒスを発生する降下電子の内部境界だろうか?
事実、極域ヒスは、プラズマポーズ付近では観測されていない。
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